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 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

11 日（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 火⑤ 火⑥ 月⑦ 

12 日（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

13 日（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 月⑦ 

14 日（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 特活 

15 日（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 校内英検 木⑥ 放課後 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

11 日（月） 12 日（火） 13 日（水） 14 日（木） 15 日（金） 

水餃子 
さんま塩焼き 

大根おろし添え 
唐揚げ 

豚バラ 

味噌炒め 
鮭南蛮漬け 

 

※今週の わたなべあけみ さん 

 

～どんなにすごい人でもあなたにはなれません～ 

花火 

 夏休みは各地で花火大会が開催されました。夏の夜の花火、趣深いですよね。

花火の美しさだけではなく、音、煙、人々の喧騒や屋台の匂い、そんな何気な

い場面が、後々に何とも言えないノスタルジックな想いとなって残るもので

す。華やかな中に、なにか切なさが感じられる不思議な文化です。 

 

 花火が視覚的に我々の感性を刺激するのは、ほんの数秒です。絵画などは何

時間もその前で鑑賞することができる文化ですが、花火は瞬間芸術、花開いた

次の一瞬には真逆の静寂が訪れ、一瞬でその美しさは残像となってしまいま

す。その「はかない」要素もまた、花火の魅力なのでしょう。 

 

 我々の日常生活でも同じようなことがありませんか？楽しい時間帯であれ

ばあるほど「この一瞬がずっと続けば良いのに」と願います。しかし、ずっと

その楽しさの中にいると、ひょっとしたらそれがどんなに楽しいことなのか、

有り難い気持ちが薄れてしまいはしないでしょうか？何事も「限り」があるか

ら、その大切さが身に染みるのです。もしも花火が開いた状態で何時間もそこ

にとどまることができるのであれば、私たちはずっと上を見上げた状態のまま

それを見続けるのでしょうか？首が痛くなるし（笑） 

 

私たちの毎日は、その「尊い一瞬」の積み重ねなのです。どんなに美しい思

い出も次の瞬間には過去の出来事です。心の中で大切に振り返ることしかでき

ません。ならばどんなに苦しい出来事も必ず過去になるのかもしれません。一

瞬で消えゆく花火を想像すると、誰もが耳にするであろう「今を大切に」と言

う言葉の重みが、ちょっぴり理解できるような気がします。 


